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の動き
|
《研究 ノ ー ト } f l 木憲法学 の 創始肖 ・ 台川 lF.道 と 「憲法原則JJ
1.
自由民権運
動と
専修大学
一八八0年代、日本全国をフィ
ール
ドにして、近代国家としての
基本的な政治体
制をめざし、国会の早期開設や地租の軽減などを求
めた、いわ
ゆる
自由民権運動
が展開した。
その実態は、時期や担い
子、さらに運動
の形態や内容など、
それ
ぞ
れの地域によって異なる
が、国会や憲法をもっ
民主的な政治形
態への移行になかなか重い腰
があがらない明治藩閥専制政
府に対して、学習活動を核にした民権
運動は幅広
く 展 開した。
明 治 政 府 に 見 切 り を つ け 、 参 議から下野し
た土佐の板垣退助
ら が 、
民撰議院設立建白書を提出したのが明治七年(
一八
七四
)
で あ る が 、
この動きを契機として、
旧士族層や豪農
層を中心に各地の有志が動
き出した。
曲がりなりにも国会が開設される頃までの十数年の聞に
は、 全 国 各 地 で 多 く の 事 件 を 伴 いながら、様々な運動が展開された。
この運動の一つの
ピl
クは
、
国会の開設を強く求めて運動を牽引
してきた国会期成
同盟を基盤
に、日本で最初の政党「自由党
」 が 結
新
(
井
文
芸
勝
教
ぎ
紘
成された明治一
四年
と言われている。
この年、北海道開拓使長宮・
黒田
清隆が無代価同様の額で、官
有物を五代友厚に払い
下げ
たこと
への国民の不満が爆発し、
「
開拓使官有物払下げ
事件」
が起こり、
また、政府部内でも
H明治
一
四年の政変H
が発生し、国会の早期開
設論者であった大隈重
信が追放されるという事態となった。
まさに
時代を画する節目の年であったと言えるだろう。
当時発行されていた民権派新聞の一つで
ある
『朝野
新聞
』(
明治
一四
年一
二
月二四日)
の年末の論説には、
「明
治十四年
ヲ忘
ル可
ラ
ズ」
が掲載され、今年は年を忘れるような忘年会などを聞くべきで
えん
はなく、
「記年
ノ建」こそ聞
いて、
「将来片時
モ明
治十四
年ヲ
忘ル
、
無力
ラシメン」と呼びかけている。
なぜ忘れてはいけない年なのだ
ろうか。
それは外でもない、全国で展開してきた
自由民権運動の叫
びの中で、特に国会開設を求める輿
論 の 高 ま り が
最高潮に達し、つ
いに天皇の名において「
立憲政体
ノ予約」を
引き出した年だからだ
という。
予約とは、この年一
O月に出された
「国会
開設の勅諭」の
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ことをさしているが、国民の側の視点からこの年を総括すれば、この論説の筆
者は
「 本 年
ハ
則 、
輿論
ヲ以
テ社会
ヲ改
良セシ新紀元」の
年だったというの
であ
る 。
以 上 の よ う に 、 明
治 一
四年は
自 由 民 権 運 動 に と っ て 節 目 の 年
であっ
たが、この運動
のなか
で、
もう
一つこの年に起こっていたことを忘
れて
はな
らな
い だ ろ う 。
それ
は、
民権家たちが請願や建白書を政府
機関に提出して求め続けてきた国会開
設運動と同
等 の 重 要 課 題
であ
ると言える憲法の制定をめ
ぐる動き
である。
明 治
政府
は
、国の基本法
で
ある憲法の制定に
は及
び腰
であ
った。
元老院を
舞台に、ようやく政府が動き出すの
は明
治九年頃から
であ
るが、国民には伝わってこな
かったし、政府内部
でも
異論
が 出 て 、
元老院
では
何 回 も 作
り直しを繰り返していた。第
三次案ま
でで
きる
が、結局
はお蔵入りとな
ってしまっている。
そうしたのろのろとした動きに対し
て、民権運動側
はし
びれをき
らしていた。明治
二二
年に開催された国会期成
同盟大会
で、
つい
に
来年度の秋の大会ま
でに
、この同盟に
集まってきていた全国各地の
メン
バーは、それぞ
れの活動
の地
で原
案 を 作
り上げ
、それを持ち 寄
っ
たうえ
で
、期成同盟とし
ての憲
法 案 を 作 り 出そうという
アッ
ピール
を出した。政
府 が 作 ら
ない
のなら自分たち
で
国家構想をうちだそう
という意気込み
であった
。起草
者は
新聞記者や官僚役人、民権家た
ちで
、各地
で起草
に向けての取り組みが行われた。明治
二一
年から
一四
年にかけて作成された
私擬憲法
は
、私が確認し
ているだけ
で、
五五種もの憲法草案が生まれている。まさに
H私擬憲法の時代H
と
も 言 え る 年 だ っ た 。
幕末維新期の慶応元年(
一八六五)
から大日本帝国憲法発布の明
治二
二年
まで
を通
観すると、憲法起草の動き
は三期に分けることが
でき
る。
この間に、
一OO種もの国家構想が
「OO
憲法」
とか、
「OO憲法見込み案」
など
という名称
で
生まれている。こうしてみ
ると、私擬憲法草
案の半数以
上とな
る五五種という数を生み出した
時期
は、民
間において憲法起草が最高潮に達してい
たと二
一一早えよ
う。
当然
なが
ら 明 治 一
三
年 の 国会期成
同盟の決議も刺激を与えたし、そ
れを受けて
、急濯、
様々
な人
々
や自由民権結
社・
団体な
どが、全国
各地
で、今
後の日本の将来のあり方を考え、それを
「憲法」という
形 に 創 造したの
であ
る 。
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ところ
で、
専修大学が専修学校として東京に誕生する(明治
一一
二
年 九 月
一六日)のは
、 ま さ に こ の 時 期 に 重
なっ
て い た 。 専 修 学 校
は、
自由民権の声が
渦巻いていた東京のど真ん中に、それも民権のピー
クと
も二一一口われる
H自由民権の時代μ
に誕生し
た学校ということが
で
き る 。そうした社会的環境の 中
で開校した学校
で
あ る こ と に 注 目し、
すで
に
『専修大学の歴史』
(
「専修大学の歴史」編集委員会編
二O
O九)の中
では
、次
のように記されている。
平
凡
社
自由民権運動の担い子に
は私
立
法律学校の多くの講師、そし
て学生たちの名前を見ることが
できるほか
、各地
で
開催された
《研究 ノ ー ト � u 本憲法学の 告1]始者 ・ 合川 正道 と 「憲法原則」
政談
演説会には多くの学生たちが詰めかけ
た。
このような動き
に対応した取締条例である
「集会条例」により、英吉
利 法 律 学
校や明治法律学校、また東京専門学校の生徒たちが逮捕・検挙されている。
政府が私立法律専門学校を自由民権運動の巣窟と
考え、帝国大学総長による特別監督学校制度を設けたことも、すでに触れたとおりである。
専修学校生徒が、ほかの私立学校生徒のように逮捕や検挙さ
れたという事例は現在のところ見ることはできない。
しかしな
がら、専修学校の生徒のみが演説
会など
に顔を出さないという
ことは考えにくい。
ただ、専修学校の創立者たち
ゃ講師の多く
は大蔵省や帝国大学で働いていたこ
ともあり、表立った運動が
できにくいような雰囲
気があったということは考えられる。
と
はいえ、専修学校と自由民権運動
がまったく関係ないわけでは
(執筆
3ih
lo 
千九?匂
高木侃)
専修学校だけが、自由民権運
動に染まらなかったはずは無いと見
て、
『専修大学の歴史』の中で
は、専修学校の創立時に注目してい
る。
最初に校舎と
してその一部を使用していたの
が、
西洋風演
説会
場として有名な明治会堂であったことに注目しているのである。
こ
の会堂は、明
治一四年に、
京橋区木挽町に落成し、三
000 人 を 収
容できる大広間と
二OO人が食事でき
る食堂や講義
室など
を備えて
いたと言われ、各
種演説会や集会に使われた。
のちに
「厚生館」と
改称している。
また開校後まもない時期から、
講師として名を連ね
た合川正道
に
つい
ても論じられている。
合川が担当
した
「政治
学」
という講義
(「講
義筆記」
が残されている)
から、
「彼の主張である国
民主権論
を学生たちに講義していたものと思われ
る。
このように専修学校に
おいても少なからず
自由民権運動の
一
端を垣間見ることができるの
である」と高木は
結論ずつ
けている。
ここではこうした視点をもとにしながら
、開校前後の合川とその
周辺の状況を、新聞資料な
どを
渉猟
しながら、もう少し探ってみる
」と
にしたい。
2.
合川
正道
の経
歴
ここで合川正
道の経歴をみておきたい。
こ の こ と に
つい
ては、す
でに家永
三郎
「日本憲法学の創始者
合川正道
」 (
「家永
三
郎集』
第 五 巻
思想
家論l
一 九 九
八)
に、明
治二
四年(
一
八九
一)
刊行
の日下南山子編『日本競護
士高評惇』を引用して詳細に紹介されて
いるので、その資料を採録しておく。
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君 は 東 京 府
平民、安政六年
四月を以て江戸に生る。
本性
〔姓〕
は森
田氏
、幼に
して美濃竹中藩士合川東一郎の嗣
子となり、明
治五年兵庫県神戸に出て時の
県令神
田孝
平氏に費を執り、後ち
神戸
洋学校に入り始めて英学を修む。
六年英人イ
1
トンの誘導
に応じ大坂に行き英語学校に入り、
此に於て業を磨くこと凡そ
二歳、明治八年負笈東京
に来り開成学校に入り、
十四
年
東京大
学に於て法科を卒業し学士の称号を授与せら
る。
同年八月元老
院准判任御用掛を命ぜられ月俸五十金を給
ふ。
十六年准奏任御
用 掛 に 進 む 。
十 八 年 元 老 院 権 少 書 記 官 に 任 じ
正七
位 に 叙 せ ら る 。
同年十月東京大学より
文学部講師を嘱托せられ憲法
史講義を担
当す。
十九年一月元老院調査課長を申付けられ、同年四月元老
院書記官に進
み、
奏
任四等上級俸を給せらる。
二十一年七月帝
室制度取 調 掛 兼 勤 申 付 け ら る 。
同 年 十 一 月 法 制 局 参
事官に栄転、
司法部勤務申付られ、
廿二
年願に依て本官を免ぜられ、同年十
一月帝国憲法発布記
念章
を賜
ふ。
君、精微博大の学識を蓄へ、優美高雅なる才器を抱き、久しく官海にあっ
て法律に規
則に其才学を応用し、大に功績を致した
りと雄も、今ま其位地を転じ民間に下りて訴訟の事に従
ふ。
其
尋常一様の法学士代言人にあらざるや知るべ
し。
然れども開業
日尚
ほ浅きを以て未だ其技偏顕れず、況んや実名を貴び虚挙一口を
避け、
正
道直行、
信 を { 寸 り 義
を重じ、利の為め
に其節を柱げず
客の為めに其操を動さず、
清廉潔白事に従
ふ
に於てをや。
(中
略 )又た代三口業務の傍ら、東京法学院、専修学校及び東京商業学校等に於て法律講義をなし、又た著述に従
事す。
其生徒に教
ふる
や温和町
略 、
能 く 真 理 を 闇 明して意得せし
め、
+ 句 も
口舌
に 任
せ
憶断偏説を執りて人を
誤らしむるが如きこと宅もな
し。
(中略)
其著す所の英吉利契約
法、講法余論、憲法要義、
政治学、伊藤
伯憲法義
解批評、徳義憲法論、親政
演 言 等 に 於 て 之 を 見 る べし。
(中略)今日雲
の如く林の如き我
日
本の学士中に憲法を論ずるもの固よ
り少からず。
然れども憲法学の深奥を叩き玄幽に達し、真に憲
法学者として見るべきものは
暁星の蒼寄に微々たるが如く甚だ
稀れなり。
合川君の如きは則
ち能く憲法学と其実地
に通暁する
学士にして、君が曾て論述せし所の徳義
憲法論の如きは、簡明
にして能く其奥義を尽くし世の好評を博した
り。
憲法新誌社に
於て曾て日本憲法学士十傑の投票を江
湖に求めしに、
君、伊藤
博文、穂積
八束、金子堅太郎、井上
毅、光妙寺二
一郎
、有賀長雄、
肥塚竜、関
直彦、伊東巳代治等の諸氏と共に当選せられたり。
五口人が君を憲法学者なりとして推敬する所以のものは、偶爾仮
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構にあらざるを知るべし。
これによ る と 、
安政六年
( 一 八五九)
に江戸で
生 まれたこ と に
なっ
ているが、岐阜県不
破郡関
ケ原
町
出身という説もある(『
タイ
ムト
ラベ
ル中大
125
』中央大学
二O
一O)
。
のち美濃竹中藩士・合
川東一郎の嗣子となり、明治五年には兵庫県神戸に出、神戸洋学校で英学を、
さ
らに大阪にも出、そこでもまた英語学校に入り
、明
治
八年に、再び上
京し、開成学校から東京大学へ
すす
む。
明治一四年に東大
の法
科を卒
業し、
法 学 士
の
称号を受ける
。そ
の
後は元老院准判任官御用係、
同二
ハ年
に准奏任御用掛、
同一八
年
に
元老院権少書記官、
同じ年に東京大学
の
講師を引き受けてい
る 。
さ
らに同一九年には元老院調査
課長となり、
同年には元老院書記官と
なる。同一
二
年 に 帝 室 制 度取調掛となり、
同 年 法 制 局 参 事 官 となる
。
同二
一一年五月に依
願退
職し、
代二一
一口人となって、
在野法曹界で活動す
ることになる
。同
二
四年には、
東京商業学校教授
(現
・一橋大学)
兼文部省参事官と
なり
、
働き盛りともいえる明治
二七
年に、
三五
歳
で亡くなっている。
{!i汗究 ノ ー ト 》 日 本憲法学 の 創 始者 ・ 合川 正道 と 「憲法原則」
こうし
た経歴
の持
主の
合川は、
東大卒業後
の
明治一五年から、
官
僚 と
して
の
仕事を兼務し
ながらで あ る が 、
専修学校でも教鞭を
と り 、
同二三
年頃まで講師を務めていることが確認されてい
る。た
だし、
明治二七年版
の「
専 修 学 校
一覧
」に合川
の名
前が掲載されている
の
で 、
死ぬ
年まで講師とし
て勤めていた可能性もあるが、
おそらく病
勝ちだっただろうから、
実質講義はできなか
った
の
ではないだろう
，力
前述
の
『日本球護士高評惇』
のよ
うに、
合川は
「精微博大」
の
学
識と、「優美
高雅」な才
器を備えた人物と称えら
れ、
代言
人として
も「
正道
直行、
信を守り義を重じ」
、さ
らに教育者とし
て生徒には
「温和町
略、
能 く 真
理を闇明し
て意得せ
し
め」る教師と見られて
い
る。さらに憲法学者
としても
「憲法学と其実地に通
暁する」数少な
い学士と
の評
もあり、
伊藤博文、
穂積八束、
金子堅太郎、
井上毅、
肥塚龍な
ど
の鈴
々
た る メ ン バ ー と
並んで日本憲法学士十傑に入る
人
物と言われていたことがわか
る。憲法学者とし
て高い評価を得てい
たの
で あ る 。
合 川 が いか
に秀逸し
て い たかとい う
証 に 、
東京大 学 学生時代に 作 っ
た「
憲法原則
」 と
いう、
国家構想がある
。こ
の
憲法構想と合川
の説
く憲法学
の
歴史的評価については、
すでに、
鈴木安蔵、
中瀬寿一ら
の先
駆
的な研究を暗矢に、
家、水
三郎
が続々
と新資料を
発掘
し、
研究
を深めてきた。またほぼ
同時に専修大学法学部
の宮
坂宏
が
、『
専修
大学法学論集』
一O号
(
一
九七一)
、同
二O
号(一九七五)
、同
三三
号 ( 一 九 八
一)に研
究報告を重ね、
一O年
余りにわたって
の研
究成
果をあ
げ、
合川憲法学
の
研究は一層深まっ
た。こう
した
先
駆者たち
の努
力 に よ っ
て、
すでに詳細な分析と研究が
行われている。
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3.
合川
の国
家観
と
「憲法
原則」
合川
の憲
法学
の
歴史的評価については、
ここでは蓄積
のあ
るこう
した
先行
研究
に譲るこ
とに
し
たい。
特に家永
三郎は、
「合
川正道
著
作集」
(家永
三郎編者
『日本憲法学
の源
流』
所載
法政大学出版
局一
九八O)を編纂され、
資料紹介と同時に、
詳細な分析を行っ
た結果、
合川は
「日本憲法学
の創
始者
」というべき存在であると最
も高い評価を与えている。また合川
の「
憲法原則
」についても
「他
の民
権家
・新聞人等
の起
草した
私擬憲法草
案や国会論と
同種
の民
間
憲法構想
の範
暗に収める
のが
むしろ
適切
」といって、
「 明 治
憲法制
定以前の憲法の諸構想」の一つとして取り扱っている。
それは明治
一五
年(一八八
二)
から一八年にかけて三
分冊で刊行された小野梓
の『
国憲
汎
論』よりも先行したものであることからいっ
ても、
「 ア
カデ
ミズ
ム
憲法学の創始者として合川を位置づけることは決してま
ちがいではない」とも言っている。
「憲法原則」
は、東京大学法学部研究室吉野文庫にたった一冊あ
ることだけが確認されている貴重な資料である。
原資料の
日付
は
「明治十
四年
七月」と
記され、奥付もなく、巻末に
「禁売
買」と
あ
ることから、
家永は、
「知人に配布
するだけの自家出版」だったの
ではないかと推測している。ただ、次の新聞記事をみると、知人向けのごく僅か程度の自家出版の範轄をこえた可能性もある。
法学士合川正道君
の述べられたる憲法原則一本発免になれり、
此の
書ハ人
民ハ
政府万権の源な
り と 一 五 ふ 原
則に基いて、主治者
被治者の関係を説きしもの
なれ
パ
、今
日国
会論を主張するもの
ハ宜
しく
一
読 す べし
(『朝野新聞』明治
一四
年八月九日)
民権派新聞を代表する
『朝野新聞』がこの刊行
をキ
ャッ
チし
、こ
の書は、
「人
民ハ
政府万権の源」
と説き、主
治者と被治者の関係を
詳述していることを紹介しながら、いましきりに国会論を主張し
て
いる民権家た
ちに、
「一読すべし」と、
川の憲法論は、当
時の民権家たちにも共有できる主張で、敬聴に値
べた褒めである。
つまり合
するということだろう。
国会期成同盟の大会に集結した全国
の自由民権家
た ち が 、
翌一
四
年の秋の大会までに憲法構想を一つ作って持ち寄るという大会アッピールを受けて、
それぞ
れの地で仲間と論議を始めてみたが、どの
結社も、どの民権家も憲法と
いう形にしてまとめるには難渋してお
り、なかなかまとめるまでには至らなかったという事実がある。そういう状況の中で、東京大学の学生とはいえ、私擬憲法と位置づけられる憲法構 想 を 、それも民権家た ち を 十 分 説 得 で き る 憲 法 構 想 を 、明治一
四年七
月の段階で完結させている実力は高く評価できるので
はないか。人口川
にとっては、
民権家たちに通じようが通じ
まいが問
題ではなか
っ
たかもしれないが、相当のレ
ベル
に達していたことは
44 
確かである。
「憲法原則」
の内容についても、家、水らの先行研究に譲ることに
するが、ここでは、
「憲法原則」の
「緒言」(家永前掲「日本憲法学
の源流』だけ
を紹介しておきたい。
緒
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無カ
ルベシ
夫 レ 憲 法
ハ人
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達 ス
ルノ
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、
人民既
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テ、君独リ
安カラ
ザル
ハ
、古来未ダ
曾テ
聞カザ
ル所
ナリ
、故ニ人民
ノ為
ニ君
二 拝 ム
ヘキコト
ヲ
誰マ
ザル
ハ、
是
亦君
ノ為
ニ
スル
所ナ
リ
、唯直接
一一
然ル
ト
間
接一
一然
ルト
ノ差
アル
ノミ
、読者幸
一一
終
始此
ノ怠
ヲ体
シ、虚心
以
テ此編
ヲ通
覧
セパ
、
吾 説
モ亦
展
フル所
アル
ヲ得
ン欺
明治十四年七月
述
識
者
合川の憲法の規定は「主治者被治者
ノ関
係ヲ
規
定 ス
ル
」もので、
この
二者が
「各自
ノ分
限ヲ
確
立制定
スルコ卜
」こ
そ
、憲法の基礎だ
と規定している。
こ
の分限の基礎が定まらないと、
相互の
関係を規
定する法程規則を作る
こと
ができない。
つ
まり憲法を作る目的は、
主治
者と被治者との分限を明確に
す る
こ
とであると断定している。
そして最後に 「 憲 法
ハ人
民ノ安
寧ヲ
保 護 シ 、
幸福
ヲ開
達ス
ルノ
良旦乙
であると言いきって
いる。また、
本文では
「人民
ハ
政府万権
ノ源
」
であるという姿勢
こそ
、
憲法の原別であ
ると言い、「憲法
一一
依テ
主
治者被治者
ノ行
為ヲ
是
非判断
スル
主裁権
ハ、
人
民一
体一
一在
ラザル
ベ
カラ
ザ
ルヤ明
白ナリ
」と言い、
限りなく人民主権に近い合川の姿勢
は明確であろう。家永によれば
「政府権限の聡越をきびしく戒めて
い る の
は、
権 力
の制限による人権の
確立を近代憲法の眼目としたと
ころ
から必
然的に導かれた結論」
(家永前
掲「
日本
憲法学の創始者
合川正道
」「
日本
憲法学の源
流』所載)
と、
評価
され
る所以であ
マ匂。4.
法学
生たちによ
る民
権運
動と合
川
の影
響
ところ
で 、
こ
のような実績を持った若き法学
士が、
創立まもない
専修学校で教鞭をとっていたわけであるので、
『専修大学の歴史』
(前掲書)
にあるように、
必然的に学生に
も影
響を
及ぼ
していると
推測され
る。
専修学校では、
合川が赴任
する前の
明治一
三
年(一八八O)に、
東京学生親睦会
へ参加した学生がいる
こと
が確認
さ
れている。学校
は開校まもない
が、
早くも
一つ
の大学の枠内にとどまる
こと
なく、
東京にある大学や師範学校、
あるいは私塾などに在籍している学生
らとともに、
江東
にある中村楼で聞かれた
「親睦会」
と称した集ま
りに積極的に参加していた。名前は青木直人という学生である。
次の新聞記事は、
その
こ
とを伝えている。
東京学生親睦会右ハ来
ル
十一月
三
日(天長節)
午前十時半より江東中村楼に於
て 開会す、
凡て学士書生たる者
ハ臨
席あらん
こ
とを欲すO此会
に臨まんと欲する者
ハ
会席切符を購求
し、
其裏
面に姓名井に校
名
或ハ
住所を記
し当日之
を持参す
べし
、
但し、
切符料
ハ金
六拾
銭にて切符売捌の
期日
ハ
来ル十一
月一
日
迄とし、
其数
ハ
五百枚
を 限 る 。
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親睦会世話人
O在二松学舎
・斎
藤良
一O在同入社
・佐
藤昭徳
O在大学法理文学部
・加
藤常七郎O在大学医学部
・鈴
木規矩治
O在学農舎
・勝野源八郎O在慶応義塾
・雨山達也O在工
部大学
校・
中村定吉O在
攻玉塾
・斉藤恒太郎O在済生学舎
・山
田 ー 艮 叔
O在共慣義塾
・森
竹二
郎O在司法省学校
・前田
孝階O在中学師
範学校
・瀧津菊太郎O在東京師範
学校
・合志
林 蔵 O 在 商 法 講 習
所・
成瀬正忠O在三
菱商法学校
・西
本正
雄O在紹成書院
・兼
坂
光貞O在専修学校
・青
木直人O在成蔭舎
・伊
瀬知兼近
切符売捌所
日本橋
一二
「目・
丸屋善
八O両国薬
研堀
・
報知社支庖O新橋竹
川町
・樫水本一口
O神田雄
子町
・巌
々堂
( 『
朝野新聞』明治一
三年
一O月二
六日
)
星雲の志を以て
明治初年の東京へ上京して来た学生が、新しい事
に 挑 戦していた と 言 え よ う 。
あ らかじめ六O銭 の
チケ
ッ
トを
購 入し、
その裏面には学校名、氏名、住所などを記入して、
当日
そ
れを持参
させている。
会場の都合であろうが
、チケ
ット
は
五OO枚に限定し
ている。
また世話人として名を連
ねて
いるのは、在京の
一八
校に及
ぶ学
生で、彼らがどのような目的をも
って
、この集会を聞こうとし
ていたのかは、いまのところ
不明であるが、自由民権運
動 の 演 説会
が頻繁に開催されていた時期に、学生として何か、突き動かされるものがあったのではないか。
この親睦会の、
その後の活動について
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は、経緯も含めて、今後も追
及してみたいと思っている。
また、次に動きが見られるの
は、明治一六年である。
以下の新聞
記事をみてほしい。
東京
府下六大法律学校の生徒が集結
し、
「法律
聯合研究会」
を発足させたという記事である。
府下六大法律学校即東京、明治、専修、専門、
泰東等各学校の
生徒が集合し、明治十四年頃、府
下に於て法律聯合研究会と
一五
へるを設けしも、設立後
僅か三
四回開会ありしのみにて、其後
中絶の姿なりしが、今度明治法律学校より
ハ平
津 小 隼 太 、
黒石
政太、専修学校より
ハ
木内侍之助、小滝瀬八、東京専門学校よ
りハ
早川早徳、森谷三
雄 、 泰 東 学 校 よ り
ハ
永 井直蔵等の 諸 氏 が 、
右 研 究会再興に 尽 力 さ
れ、
一 昨 十 一日九
段坂
下玉川
亭
へ会合し、
同会の規
則綱領等を討議せられたり、就て
ハ来
る第
三日曜
日に
初会を聞かる
冶
筈にて、此会の盛大に至りし上
ハ、
発免さる
〉
由、定めし我国法律学の進歩上に莫大の利益あるべ
( 『
朝野新聞』
明治一六年
二月
一 三
日)
一の雑誌を
し
記事の冒頭には
「六大」とあるが、五大の間違いではないかと思
われる。
記事にあるのは、東京(法学社l法政大学)
・明
治法律学
校(明治大学)
・専
修学校(専修大学)
・専門(東京専門学校1早
稲田大学)
・泰東法律学校(この学校は、この年迄、しばらく休業
していており、明治一六年九月一一
日より
再開していたことが判明
している)
の五大学であることがわかる。
九段坂下の
玉川
亭 を会場
にして、
こ
の会の規則や綱領を討議し、
次 の 第 三
日
曜日に初めての
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会合を聞くことが検討されたとあ
る。
この会はすでに
明治一
四年に
は発足していたらしく、
三、四
回
開会されたが、途中、中絶状態に
なっていたのを、
二年
後の
一六年に「研究会再興」
に踏み出したと
いうわけである。
その中心メンバ
ーが
それ
ぞ
れの学校に複数おり、その彼らが中核
となって再び研究会が動き出した。
記事にもあるように、それは学
生主
体の法律学習会だったのではないか。
そして
『朝野新聞』の見
通し
によれば、
この会を続けていけば、
「我
国法律学の進
歩」
に
「莫大の利益」となると見られている。
専修学校からの参加者は、
木内侍之助と小滝
瀬八の
二
人だったが、
この
二
人についての情報は
まだつか
めて
いない。
専修学校では、
この
同じ年の
明治
一六年
一
修法学会」を、専修学校の講堂で開催しており、その第
一回目の報
告の内容は、「専修法学会報告」
(第
一回
)
として「禁売買」
ではあ
る
が、出版されて
いる。
この
報告書に
つ
いては、内山宏が
「専修法学
会報告第一回解題」に詳細に分析され
てい
る(
「専修法学会報告』
第一回
専修大学年史資料室
一九九六)
ので、そちらを参照して
ほしいが、
こ
の会が何時どのように組織されたのかに
つい
て
「解く
鍵は、恐らく、明治一六年七月の第三
回卒業生の浦敬一が行ってい
る「
第 一 講談会開会の旨趣」に あ りそう」だと 解 題 に は 記してい
る。
第一
回では、専修学校の卒業生の浦敬
一が
「立法
ノ 原 理
」というタ
イ ト ル で 報 告し
てい
る。
同時に浦は開会の趣旨も述べてい
る。
内山
によれば、
「
「学問のす
〉め
」ある
いは
「法律学
のす
〉
め」
とでもい
えそうな
こ
の格調の高い趣旨演説は、その格調の
高さ故に、恐らく
専修法学会が
このころ
組織化され
、第
一講談会が事実上の発会式
を
兼ねたものではなかったろうか」
と推測されて
いる。
浦の演説には
法学会を設けた目的に
つい
て触れてい
ると
ころ
があ
るが、
「衆思
ヲ
集メ群
議ヲ
陳ヘ
切瑳講習以
一ア此
学
ヲシ
テ大
一一
明カ
ナラ
シメ
ント欲
」
したという。
こ
の会の会員は専修学校の卒業生、在学生で、学校の
講師
達
が指導にあたったと内山は分析してい
る。
「あ
る
いは卒業生
の学術団体であった可能性もあ
る」
と
みてい
る。
「いずれにしても、
専修法学会は自主
的に組織され、自らがその記録を残した最初期の
学術同体」と結論οつ
けてい
るのであ
る。
一月
一一
日から、
「専
さらに内山は、専修学
校では、
「
発足当初から授業内容を豊富に
する
ため、毎月第
一日曜日には、生徒の討論会を、また、茂松法律
学 校 、 明 治 法 律 学校などの法律 専 門 学 校 と は 、 連 合 法 律 討 論会 を 行 っていたのであり、その記事は、
『明
法志林』第四
|五
号(明治
一四
年五月二日|明治
一四
年五月
一五日
)に
現れ
る」
こと
を紹介し、法
学会の第一講談会は、専修学校で行われていた授業や連合討論会に倣って行われたものではないかとみ
てい
る。
前述の朝野新聞
記事にみ
る五
大
法律学校法律聯合研究会は、
この
延長線上に
位置づけ
るこ
とができ、専修学校の生徒にとっては
日常
的に行われてい
る討
論会を、同じ法律の専門学校にその輪が広がっ
たという
こと
で理解でき
る。
ここ
に
参加した木内侍之助も小滝瀬八
も 、 少しも動じ
るこ
と がなく、堂々と 討 論 に 参 加したのではないか。
次に専修学校の卒業式が新聞報道されていた例をみてみよう。
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専修学校卒業式
専修学校に
てハ
一昨日、浅草鴎遊館に於て、
第七回卒業証書
授興式を執行し、例年の如く卒業生中の論説の
優等な
る
ものをして其の大意を演説せしむ、即ち法律科に於て
は今村
力二
一郎
氏 、
刑制論を、経済科に於ては大内定
也氏、国債
償還論を演説
し、夫より校長は卒業証書を授輿し、又た優等者
四名に褒賞を卵
、ふ、
次
に来賓中村正直氏の祝辞、卒業生小倉光
太郎氏の謝辞あり、演説祝辞の前後に
ハ楽
隊の奏楽あり、式終
て立食の饗応ありし、当日の来賓は朝野の紳士無慮八十鈴名に
て頗ぶる
盛況なりき、又た卒業者の人名
は左の如し
卒業生
法 律 科
(東京)
今 村 力
三
郎(鹿児島)
川上
淳(東京)
青柳正喜(東
京 )
川村
種次(福井)
三浦
恒吉(島根)
山根林助(福
島)
芳
賀重太郎(長野)
山村誠六(宮城)
大原哲治(滋賀)
村田芳
太郎(福島)
神谷辰五郎(山
口)楢
崎景
二
(東京)
飯島保太
白μ
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経 済 科
(大分)
小倉光太郎(大分)
永野
俊五口(宮崎)
大内定也(兵
庫 )
内藤
義一(栃木)
涌井彦太郎(鹿児島)
伊集院俊雄(大
分)
鍋 島 輿 太 郎 (
福岡)
山崎
耕之( 福 島 )
神 谷 辰 五 郎 (
東京)
楠正啓(滋賀)
絹川市
太郎
( 『
郵便報知新聞
』明治
二一
年 九 月 一 八日)
卒業授与式のあと、卒業生の中から優秀な
「論説
」を 書 い た 学 生
を演壇に登場さ
せ、その大意を演説させ
てい
る
。 「
例年の如
く」と
あることから、毎年恒例になっ
てい
たことがわかる。この第七回の
卒業式では、法律科の今村力
三郎
が
「形
制論」を
、経済科の大内定
也が
「国債償還論」
を堂
々と演説したと報道され
てい
る。今村や大
内 に と っ
て
は 、 在 学 中から充分こ うした訓練を 受 け
てきてい
る の で 、
落ち着い
て
演 説 が で き た だ ろ う 。
来賓に来
て
いた同入社の中村正直
が祝辞を述べたとあるが、
この
二人
の
演説をどのように聞いたのだ
ろうか。
この卒業式から二週間後、府下五大法律学校聯合討論会が、
橋外大学講義堂におい
て聞
かれ
て
いる。これも
「朝野新聞」
およ
び
「郵便
報知新聞
』の二
つ
の新聞で取
り上げ
られ
て
いるので紹介し
て
おき た い 。それだ
け注目を浴びた討論
会だった と い う こ と が で き る 。
、y
聯合討論会府下五法律学校の聯合討論会は来る
三十
日(第五 曜)
正午
よ
り、一
ツ橋
外大学講義室に於
て、開
会する筈なるか、其の問題
は鳩山和夫氏の提出に係
れるものに
て、
左の
通りなりと
云ふ
第一(民事)
一夜甲の隣家、火を失し、偶々
風力強盛なれ
は、甲家も類焼
に逢
ひ、家族僅
に 身 を 以
て逃
る、当時甲の
一
子乙重病に悩み逃る
〉
に途なく、将に焼死
せんとす、
乙の親
友丙、危険を冒し遂に乙を救
ひ出せり、甲其の
恩 義 に 報
ゆる
の 意 思 を 以
て己
の死後、某財産
三分
の一
を丙に輿
ふへ
き旨を
約したり、右丙
ハ
甲の死後、其の相続人に
対し、契約履行を
請求するの権ありや第二
(刑事)
甲、
乙に決闘状を送り、
乙之
れを諾し、甲は
丙を乙は丁を介添人とし、某所に於
て決
闘せり、然る
に乙
ハ
負傷し甲は即死せ
り、
右乙
丙丁の慮分如何
( 『
朝野新聞』
明治
二
一 年 九 月
二O
日)
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聯合討論会府下法律学校の聯合討論会は橡て報じたる如
く、
一昨一
二十
日午
後よ
り一
ツ 橋
外大学講義堂に於て開会せしが、出席者殊の外多
く、其の数殆
んと
二
干名に達し、堂中立錐の地を
余さ
Y
りしが、
先づ民事問題即ち遺
産譲輿契約
を議せり、本間の要点は約因の
如何に
因りて決する者に
して、左迄の新
説 を も 聞かず、容
易 に
有効なりと
の説に 決したり、
第二
は決闘に肉りて人を殺傷した
る者及び其の介添人
の慮分
如何と
の問題にして、決闘なる事柄
の世人の耳に入りし時節なれば、夫の仮設の問題
とハ
大に感情
を異にし、何れも脳衆の及ばん限り説を練りたり、然れども之を無罪
とし
論
せんに
ハ、
其の困難
一方ならず
、左りとて
無罪説
を主張する者砂なかるべければ、
兎に角無罪説を組織
せん
とて
苦 心したる人もありし
趣なるが、討論場裡、排を競
ひ真理を研
究せん
と
す る 者 に取りては、
尤至極の事
と一
五ふべ
し、関て此の
問 題 を 議 す る に 当 り
、無罪論者第
一に
起 立して楼々陳述した
り、
其大要
ハ
決闘なる者
ハ
名誉上の争にし
て、双方意思を通じ、互
に公平
無私の念慮を以て、勝敗を決し
、其の闘
ふ
に当ても、相
談の上武具を
一定し、装束
等をも約するを以て、決して私心あ
るにあらず、去れば野蛮
の遺風と
して慣斥
すべからざるのみな
らず、文明 の 花
とも
称すべきものなり、故に我が邦に
でも
此の
美風を起して尚武の気象を振興し、柔弱の域に陥らざる様勉めざる可からずと説き終りしに、其の耕論の巧みなり が矯め、
勢力如何と
気支
ハ
れたる程の無罪説も、非常に来会者の思想を
動かしたり、
次に反対論者起
立して決闘者の謀殺犯なるを主張
せしが、決を取
るに及んで、有罪論者遥かに多数
を占めたり、
又た介添人の処
分方に関しても説ありたれども、其の定義の
一
定し居らざりし
が矯め
、局を結ぶ
に至らざりき、右無罪論者は
光妙
寺三郎
氏
等にして、有罪論者
ハ
中橋徳五郎、今村信行等の
諸氏なりし
と云
へり
(『朝野新聞』
明治
二一
年一
O月
二日
)
五法律学校聯合討論会去る
三
十日、
一ツ
橋
外大学講義堂に於
て聞きたる府下五法律学
校の聯合討論会は、目下世人の談柄たる決闘の擬判を問題
とせ
し事なれバ、
出席も殊に多く、
頗る盛会なりし、有罪論者の方
は通例の議論にて之を謀殺罪に擬判せんと主張し、無罪論者は之に反対し、就中、光妙寺
三郎
氏
ハ
凡そ法律は人の契約を制止
するの理由なし、決闘の如
きは互
ひに名血管を争
ふよ
り、其の是
非 を 一
武器に決するものにして、
契約者
二
人の外には、害を蒙
むる人民なく、
其の相害し相殺すは
初めよ
り覚悟
の事なり、而
して社会に此もの存するは、名誉を重んじ元気の盛んなる証にして、即ち決闘は文明
の花
と申
すへしと
、法律以外にまで援を
求めて治々
論し出したるが、其の雄弁アタリを払
ひ、余程の感
動を起した
るよ
ふ
見えしが、決を取るに
至り
、有
罪論者の方
多
数なり と
(『郵便報知新聞』明
治二
一年
一O
月三日
)
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こ こ で 名 が 付 せ られ
てい る
「 五 大 法 律 学
校 」 と は 、 明
治 政 府
によ
っ
て 、 帝 国 大 学 総 長
の特別監督下
に
おかれた五つの 民 間 の 学 校 で あ る 。
専修学校以外の
四校は、
明
治法律学校
(現
・明治大学)
、東京
法学
校(現
・法政大学)
、東京専門学
校(現
・早稲田大学)
、英吉利法律
学校(現
・中央大学)
である。このころ特別認可学校制が導入され
たこと
に
より、私立学校は
「設置科目をはじめ、
政府
に
よるさまざ
まな統制と干渉が強まっていった
」(高木前掲
「五大法律学校とし
ての専修学校」『専修大学の歴
史』
所載)
と言われている。その五
校が
「法律教育の専門性の高さ
や独自の学
風から見た法解
釈など
に
ついて、合同で討論会を行い、その中でそれ
ぞれ
が自らの学風を鮮
明に
し、その存在価値を高めよ
うとした」と、高木侃は分析してい
る。その五大法律学校の討論会の当日の詳しい内容が、この新聞記事である。
当日
のテ
lマ
は
「決闘論」
で、お題は専修大学
の創立
に
もかかわっ
たと言われている
鳩山和夫が提議したとい
う。
集まったメンバーは
二0
0 0 人
にも
達し
たと言われ、会場となった一
ツ橋
外大学講義堂
は立錐の余地もなく埋まったとい
う。
論戦の中身
に
ついては、新聞
記事を見てほしいが、
「其の弁論の巧みなりし」とか、
「其の雄弁ア
タリを払
ひ
、余程の感動を起したるよふ見え」と報道されているよ
うに
、
会場
に詰
めて
い
た両新聞社の記
者 も 、 レ
ベル
の高さは認める
ところだ
った。
当日
登壇
した演者は、無罪論者が光妙寺三郎(明治
法律学校講
師)
で、
有罪
論者が中橋徳五郎と今村信行であったが、
何れものち
に政
界や法曹界で活躍する人物である。
この聯合討論会は、
「明治
二三
年中ごろまで毎年
二、三
回
聞かれ
てい
た。当
然その都度、専修学校は講師陣をはじめ、校友や在校生
も 演 者 として多数参
加し、その報告や討論は高い評価を得ていた。
この評価こそが私立の法律専門学校としての専修学校の存在価値を高めるの
に
大きな役割を果たしたのであった」
(高木前掲
「五大法
律学校としての専修学校」
)と
言われている。専修学校の学生はこ
の討論会で大い
に鍛
えられたと言えるだろ
う。
専修学校の教師
・合
川
正道の名が登場する討論会
につ
いては、次
の二
つの新聞記事
に注
目してみたい。
一つは明
治二
二
年四
月三
日に
、民権運
動の演説会や集会のメッ
カ
と も い え る 浅 草
・井 生 村 楼 で 開 催 さ
れた
「憲法研究講談討論会」で、
もう一点
は、井生村楼の集会から
二週
間ほどあと
の四
月二O
日に
東
京の
池上
に
ある仲道院で開催された
「憲法攻
究会」の記事である。
憲法研究講談討論会来ル
一 二
日、午
後
一時
ヨ
リ浅草須賀町井生村楼ニ於
テ開会ス、出
席耕
土左
ノ如シ肇
宮本岩太郎松波斎藤
寛
7c 
松尾清次郎今村恭太郎佐久良行義佐藤貞太郎
堤長岡森
龍射
町田
鎮之助
岡島宗三郎
発
岡
野
回
欽 宏
輔 唯
竹内大久保端造佐野
前隆
直
養
伊
藤
松 男
馬
之〉、
仁ゴ
J I /  
正道
信岡雄
四郎
塚城
(『郵便報知新聞』明
治二
二年
四月三
一日
)
石
譲
数
本日午後一時より浅草須賀町井生村楼に
於て開会する同会の講談は、
(被撰人の資格)
樫 原 三
四郎、
(貴
族院令第
一僚
と勅
令第四十
一号と
の関係に就て)
宮本山石太郎、
(憲法の種類、勅令
と命
令と法
律と
の区別)
伊藤松男、
(官吏の
国会議員)
信岡雄
四
郎、
(演題未定)城数馬、
(演題未定)
元田
肇、
(大
日本
帝国
憲法第
五十
五係及第
五十六
篠
「国務大臣及枢
密顧問」
を解釈す)
合川正道
、
討論題は(憲法は法律なりや否
や)
発題者
宮本岩太郎、
(国会議員は撰挙区のみを代表する
ものなりや)
発題者
樫原
一 二
四郎
、(国会議員は有給
とす
へき
乎将た無
給とす
へ
き乎)
発題者
伊藤松男、
(国会議員の改撰
は全部改撰を
可とす
へ
きや将た一部改撰を可
とす
へ
きや)発題
者信
岡雄
四郎、
(婦人に撰挙権を輿
ふる
の可否
)
発題者
河
村秀俊、
(国会議員の撰挙は単撰複撰何れを
可とす
へ
きや)
発
題者
松尾清次郎
(『郵
便 報 知 新 聞 』 明 治
二二
年四
月三日
)
憲法研究講 討論会
憲法攻究会
府下荏原郡の高木正年
氏外数名か発
起にて、去る二
十日
、池上
仲道院に於て、有賀文学士を招聴して憲法攻究会を聞
きしが、又々来月
四五の
両日、目黒不動の境内に於て、合川法学
士を招き市
町村制の講議会を聞き、有志者は勝手に傍聴するを許
す
よし
(『郵便
報知新聞』
明治
二二
年
四月
二七日
)
前二
つの記事は、
合川正道
が
「憲法研究講談討論会」で
弁士
とし
て名を連ね、発布されたばかりの
「大
日本帝
国憲法」について、多
くの法学者や代言人ら
と熱
弁 を
ふ
るったと
思われる記事である。合
川は、
明
治二
二年
四月
に出された
『法叢』
(攻法社)
とい
う雑誌の
一五号から、
「大
日本帝国憲法
」論を展開しているので、おそらく、
それ
と同
じ趣旨の話をしたのであろう。また同じ年の秋
に、
「科外
帝国憲法』
を講義録と
しても刊行してい
る。自由民権運
動陣営が盛
んに要求していた憲法制定が、いわ
ゆる
欽定憲法と
して発布された
が、この憲法をめぐっては、各地で研究会が組織され、熱心にその内容についての検討が始まっていた。
和歌山県でも、あるいは埼玉
県の草加でも、東京の赤坂でも、
「憲法研究会」
と名
乗る会が行われ
ている。またこの憲法の条文を逐
条検討しなければならない
と「
憲
法点閲」の動きもみられた。
また東京新富座で
開催された大演説会
(明
治二
二年
三月二日
)
では、参加していた数百の民衆
が大日本帝
国憲法について
「争
てノ
1ノ\
」と
叫んだ
と
いう報道もある(
「朝
野新聞』明
治二
二
年三
月六日
) 。
こうした当時の社会の動きを合川
はどのように受け止めていたのだろうか。専修学校の講義で、学生に はどのよう に 自 分 の 体 験 を 語 っ た の で あ ろ うか。いずれにしても、合川の憲法論や思想の内容とその変遷を、
草創期の専修学校の憲法
講 義
とか
さ
ねて再考してみる必要が あ ろ う 。
最後に、合川が明治
二一
年四
月一八
日に
、地学協会というところ
で開
催された国家学会
での
講演
「害い法論一班
」についての、新聞報
道を紹介しておきたい。
なお、合川正道の立憲政
治構想については、山辺春彦氏の重厚な
研究(
「明治立憲
政と徳義
」11
合川正道
と陸掲南
の立憲政
治構想
『東京都立大学法学会雑誌』第
四 五 号 第 一 号
二O
O
四)がある。
この論文
で
山辺氏は合川のような
「例外的に非法的規範を強調した
人物を取り上げ
ることによって、従来
の立憲政
・立憲政論
研 究 の 不
備を補う
とともに、日本の立憲政
治が当初有していた可能性を汲み
上げることを試みる」と、合川と陸渇南を比
較しながら論じ て い る 。
合川については憲法論の変
遷をJ寧に分析し、合川憲
法論について
《研究 ノ ー ト 》 日 本憲法学の 創始者 ・ 合川正道 と 「憲
新しい地平を拓いているの
で参
照してほしい。
ここ
では
、山辺氏の
論を充分に消化
で
きなかったことをお断りしておきたい。
憲法論一班一昨十八日、
午後六時半より、地学協会々堂に聞きし国家学会
の月次会に於て、
合川正道氏
が憲法論一班と
題し演説せし大要
を聞くに、氏
ハ先
づ君主
政に無限のものと有限のものとあり、
有 限 の も の に
又君主
の権の貴族に制せらる
〉も
のと、庶民に制
せらる
〉
も の と あ り と の こ と を述べ、
次で
立憲君主
政に最も重
要なる八個の僚件を列挙して、一々其の大要を説明し、夫れより或る学士の
立憲君主
政は政体
中にて最も善良なるものなり、
何となれば君
主政、貴族
政、民主政の三
種に就き弊害とする慮
を除き、其の利益とする慮
のみを取りたるものなればなりとの
説を借り来り、
自分も此の政体こそ諸種
の政体中にて尤も善良
のものなりと思惟せり
、一
冗来す一憲君主政
ハ
表面より見れば、混
合政休
(ミ
ツキ
ス ド
、ガ
パ
lメント)なり、
混合政体
ハ諸
権互
制の主義に基き、諸権
互制
ハ
権力の平均となるものなり、然れ
ども此の権力平均
ハ真
正に之れを行
ハ
んとせは、共倒れとなる
の憂へあり 、
猶ほ蛇
、蛙、括隙の三
者が互
制して共倒れとなる
が如し、然ら
は一方のものに権力を有たせん
かと
云ふ
に、
左様
に すれバ専制
君主政と
か専制民主
政とか一
五ふものになるべし、
さらば如何にせばよかるべき
かと一
五ふ
に、矢張り混合政体が善
きことならん、何となれば、
混合政体
ハ行
ひ
方に依り、共倒れ
となるの憂へなけれ
バな
り、
元
来憲法
と 一
五 ふ も の
ハ権
力を分つ
までの
ものにて、其の分たれたる権力が如何に働くか
ハ、
憲法
の輿り知る処にあらざれ
パ、
此の
働き方が悪しとて憲法
ハ其
の
責 に 任 ぜ ざ るな
り、而して如何にせバ
、混
合政体
が共倒れとな
らざる様、甘く運
動 す るか
と 一
五ふに
、此に
一の秘訣あり、此の
秘訣は憲法にて定むることの出来
ぬも
のなり、即ち権力者の相
譲と云ふ
こと日疋れなり、
三者
相並ん
で行
ハる
〉
の時に当り、此
の相譲なるものあれば必らず
其の運動円
滑となるべしとて、英
国立憲政の
組織を述べ、
其の運動円滑に行
ハる
〉
所以を丁寧に
(『朝野新聞』明
治二
一年四
月二
O日)
陳述されたり
国 家 学会の月次会で
、合川は憲法や
国家のあり方について次のよ
うに述べている。
立憲君
主政は、君主と貴族と
民主が
「諸権互制」
主義をとり、権力の平均化が最も理想であるという。一方に権力が傾くと専制君主や専制民主となるので、その権力を分つためにこそ「憲法」
があるのだという
。混合
政体の共倒
れを防ぐには、
一つの
秘訣があり、
それが「権力の
相譲」で
あるという。
お互いに相譲る
ことが円滑に機能する条件であると結論、
、つけている。ここに合川の
基本姿
勢をみることができる。
以上のように、専修学校草創
期に教員として学生に接していた人
物の一人に、合川正
道がいたことの歴史的意味をもっと追求してみ
る必要がある。それは同時に、
創立時の専修大学で学
んだ
学生へ、
どれだけ知的影響を与え、なおかつ合川の行動力から、いかに強い刺激を受
けたかを考えることでもある。
今 後 の 課 題 としたい。
- 54 -
